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株
式
敵
背
と

無
償
交
付
の

賓
質
的

異
同
と
こ

れ

に
つ

い

て

の

法
の

合

理

性
に

つ

い

て

1

-
横

･

商
法
二

九
三

條
ノ

二

と

商
法
二

九
三

保
ノ

三
･

Ⅱ

-
･

久

保

欣

哉

は
川

レ

め

に

秩
式
合
祀
に

お

け

る

利
益
の

配
嘗
に

つ

い

て
､

商
法
の

従
束
の

態
度
は

な
に

よ

り
も

債
権
者
保
護
に

あ

る
こ

と

は

廉
い

の

な
い

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

配
雷
可
能
利
益
の

存
在
と
い

う
法
的
制
約
を

満
た

さ

ね

ば

利
益

配

嘗
は

存

し

な
い

の

で

あ
る
(

媚

専
属
ら

債
権
者
保
護
の

法

技
術
的
虞
理

に

の

み

関
心

を

沸
い

､

株
式
合
祉
や

株
式
の

本

質
と
の

関
連
で

深
く

利
益

配
官
を

検
討
す
る

こ

と
の

な
か

っ

た
の

が
､

一

商

法
な
い

し

商
法
撃
で

あ
っ

た
｡

し

(

1
)

か

る

に

抹
式
配
嘗
と

無
償
交
付
の

制
度
が

明
文
化
さ

れ
る

に

及
び

､

そ

れ

ら
の

本

質
が

利
益

配
膚
か

貴
賓
的
な

株
式
分
割
か

に

つ

き

議
論
が

出
る
こ

と

と

な
る

や
､

従
来
の

債
権

者
保
護
の

側
面
の

み

で

な

く
株
式
合
祀
や

株

式
の

性
質
と
の

関
連
で

利
益

配
嘗
概
念
を

再
検
討
す
る

試
み
が

生
じ

て

爽

た
｡

し
か

ら
ば

そ

の

結
果
従

束
の

債
権
者
保
護
の

側
面
は

利
益
配
嘗
概
念

よ
り

捨
象
さ

れ

て

t

ま

う
で

あ

ろ

う
か

｡

結
論
的
に

い

う
な

ら

ば

私
は

捨

象
さ

れ

ぬ

と

考
え

る
｡

債
権
者
保
護
の

法
理

論
･

法
技
術
は

､

配
嘗
が

企

業
の

営
業
に

基
く

獲
得
利
益

に

よ
る

こ

と
を

意
味
し

､

七

の

営
業
利
益
よ

り

株
主

へ

の

分
配
こ

そ

利
益

配
嘗
概
念
の

支
柱
を

な

す
｡

利
益
配

嘗
よ

り

営
業

利
益
に

基
く
と

い

う
鮎
を

捨
象
す
る

な

ら

ば
､

も

は

や

利
益

配
嘗
概

念
は

そ
の

意
義
の

大
学
を

失
う
こ

と

と

な
る

で

あ

ろ

う
｡

(

1
)

本

稿
で

無

償

交

付

と

は

法
定

準

備

金
･

再

評

慣

積
立

金
の

資
本

組

入
に

よ

る

湯
合

を

指
す

｡

た

だ

し

再

評

債

積
立

金

に

よ

る

場

合
の

特

殊
な

形

態
は

除
外
し

全

額
無
償
に

限

定
す
る

｡

典
型
と

し
て

株
式

配

嘗
と

封
此
せ

し

め
る

た

め

で

あ

る
｡

一

間
題
の

所
在

さ

て

法
の

規
定
す
る

と
こ

ろ

で

は
､

株
式
配
嘗
は

利
益
配
嘗

｢

無
償
交

付
は

賓

質
的
な

株
式
分
割

(

絹
紅
鮒
)

と

し

て

取
扱
わ

れ
て

い

て

も
､

問
題
は

簡
単
で

は

な
い

｡

つ

ぎ

の

諸
鮎
が

問
題
を

複
薙
か

つ

困
難
な
も

の

と

し

て

い

る

か

ら
で

あ
る

｡

(

1
)

投
資
家

大
衆

､

置
券
業
者
は

そ

の

法
的
囁
別
よ

り

も

遼
券
市
場
で

の

取
引
材
料
と

し

て

の

面
に

着
眼
し
､

両
者
を

同
一

成

す
る

傾
向
が

あ
る

｡

(

2
)

母

法
ア

メ

リ
カ

の

.
賢
0
0

打

d

才
E
e

n

告

が

判

例
畢
説
に

よ

り
一

般
的
に

は

賢
0
0

村

名
】

草
月

〉

と

同
一

の

効
果
に

節
す
る

ゆ
え

利
益
配

嘗
で

は

な
い

と

さ

れ
､

ア

メ

リ
カ

合
計
撃
の

有
力
学
説
も
こ

の

立

場
を

と
る

｡

(

3
)

ド

イ

ツ
､

フ

ラ

ン

ス

に

お

け

る

類
似
事

例
(

G

岩
･

ュ

買
付
こ
e

臼

お

よ
･
ぴ

P
O
t
-

O

n
S

g
H

巴
已
t

e

且

に

つ

い

て

私
法
理

論
の

対

立
､

判
例

､

ノ
税
法
の

取
扱
い

に

は

複
雑
な

も
の

が

あ
り

､

イ

ギ

リ
ス

で

も
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付
加
所
得
税
(

払

弓
t

p

且

を

ど
日

宏
払

F

巴
｢

e
の

に

課
さ

な
い

｡

こ

れ

等

の

検
討
を

措
い

て

株
式
配

嘗
■
を

利
益

配
嘗
と

主
張
す
る
こ

と

は
つ

ゝ

し

ま

ね

ば

な

ら
ぬ

｡

(

4
)

一

商

法
撃
上

､

株
式
や

株
式
合
杜
の

本

質
理

論
に

つ

き

畢
説
は

鋭
く

分
裂
し

､

本
稿
の

テ
ー

マ

を
こ

う
し

た

基
礎
理

論
と

の

関
連

で

取
扱
う
意
囲

に

は
こ

れ

等
が

大
き

な

障
害
と

な

る

で

あ

ろ

う
｡

(

5
)

税
法
は

猪
自
の

理

念
･

慣
侶
に

導
か

れ

た

理

論
構
成
や

徴
税
技
術
上
の

理

由
か

ら
､

株
式
配
嘗
以

外
に

｢

み

な

し

配
嘗
+

の

概
念
を

認
め
て

配

嘗
所

得
の

取
扱
い

を

す
る

｡

商
法
理

論
と

の

相
違
の

解
明

と

調
整
が

検
討
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

要
す
る
た

一

つ

の

経
済
事
象
を

め

ぐ

㌣

商
法

､

税
法

､

合
計
理

論
が

交
錯
し

､

異
る

見
解
を

主
張
し

あ
っ

て

お

り
､

い

か

怒
る

方
法
に

よ

り

私

見
を

展
開
す
べ

き

や

は

困
難
で

あ
る
｡

終
局
的
に

は

商

法

畢
の

立

場
か

ら
､

わ

が

国
賓
定
法
上
の

問
題
と

し

て

理

論
を

展
開
す
る

の

で

あ

る

が
､

他
の

諸
領
域
(

経
営
経
済
畢
を

も

含
め
て
)

を

慈
恵

的
に

汲

却
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

で

は

な
く

､

観
て

の

充
分
な
る

検
討
の

上

で

商
法
草
理

論
の

濁

白
の

償
値
と

理
念
に

よ

り
､

い

か
に

再
構
成
し

て

い

く

か
ゞ

私
の

関
心

事

と

な

ら

ね
ば

な

ら

ぬ
｡

本
稿
は
か
～

る

意
圃
の

一

端
を

示

そ

う
と

す
る

も

(

℡
)

の

で

あ
る

｡

(

2
)

田

中

誠
二

｢

商
法

畢
の

近

時
の

傾
向

と

商
大

法

畢
の

地

位
+

現

代

商
法

畢
理

論
の

重

要
問
題

(

昭
2 8
)

一

〇
二

頁
以

下
､

同

｢

新

版

商
法

経

論
+

(

昭
3 3
)

七

六

頁
放
下

参

照
｡

(

8
)

こ

経
済
的
機
能
の

観
察

経
済
的
機
能
に

つ

き

雨
着
を

み
る

と
､

雨
着
を

同
一

視
す
る
に

無
理

か

ら
ぬ

も

の

が

存
在
す
る

｡

特
に

配
嘗
の

代
り
の

役
割
を

拾
わ
さ

れ

た

小

刻

み

無
償
交
付
で

は

株
式
配
嘗
と

の

国
別
が

明
ら

か

で

な

く

な
る

｡

株
主
は

新
た

な

る

何
等
の

排
込

な

く

し
て

新
株
を

取

得
す
る

し
､

配
嘗
落

､

層
利

落
の

現
象
も

専
門
家
は

と
も

あ

れ
､

一

般
大

衆
は

画
別
が

つ

け

難
い

で

あ

ろ

う
し

､

株
償
は

有
形
無
形
の

諸
種
の

原
因
で

欒
勤
す
る
こ

と
は

常
識
で

あ

り
､

株

債
の

欒
動
か

ら
は

明
確
な

笹
別
は

期

待
し

得
な
い

｡

む
し

ろ

株

償
攣
動
を

中
心

と

す
る

取
引
材
料
と

し

て

両
者
を

同
一

視
す
る

傾
向
が

授

(

4
)

資
家

､

遼
春
美
者
に

あ
る

こ

と

は

容
易
に

想
像
出
爽
る

｡

し

か

ら

ば
､

.
株

式
配

雷
も

無
償
交
付
も
そ

の

経
済
的
機
能
の

多
く
の

諸
鮎
で

同
様
の

役
割

を

は

た

す
時

､

我
々

は

法
的
に

も

同
一

に

把
握
構

成

す
べ

き

で

あ

ろ

う

か
｡

経
済
的
機
能
の

類
似
な
い

し
､

同
一

に

も

拘
ら

ず
別
個
に

規
整
す
る

合
理

性
あ
り

や
｡

(

3
)

本

文
中

で

は

株
式

配

嘗
と

無

償
交
付
の

讃

券
市

瘍
で

の

受
取

ら

れ

方
に

限

定

し
て

雨

着
の

経
済
的

機
能
の

類
似
性

､

同
一

性
を

述
べ

た

が
､

貸
借
封

用

表

上
の

欒
他
の

比
較

分
析
と

そ
の

資
質
的

経
済
的

意

義
の

探
究

が

可

能
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち

資
本

､

準

備
金

､

純
益
の

法

的
､

経
済
的

意

義
の

検

討

-
そ

れ

は

資
本
の

計

算
尺

度
お

よ

び

生

産
力
の

両

面

性
の

認
識
に

通
ず
る

ー
で

あ

り
､

本
稿
は

こ

の

後

者
の

方

法
に

よ
っ

て

両

制
度
の

比

較
を

行
っ

た
｡

し
か

し

詮

券
市
湯

で

の

受
取

ら

れ

方

も

考

慮

す
べ

く
､

こ

の

こ

と

は

企

業
の

公

開
性

｢

非
公

開
性

､

び

い

て

は

株

式

合
赦

私

有

物

観

を

克

服
せ

ん

と

す
る

近

時
の

食
紅

法

畢
の

新
た

な

努
力
の

傾
向
に

も

通

ず
る

も

の

で

あ

ろ

う
｡

後
日

熟
慮

再

考

す
べ

き

も

の
.
と

思

う
｡

ィ

⊥

貸
借
対
照

表

上
の

分

析
と

そ
の

経
済

的

意

義
の

検
討
を

通
じ
て

､

盟

∴

■1
-

一･M

′

･

〕

一

→

■-

1
r

■づ
L

リ

【
t

.一人
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G
→

邑
i

仇

p
村
t
i

e

β

に

つ

き

そ

れ

が

利

益
の

組
入
(

G
e

弓
-

n
n

ロ

m
弓
甲
ロ

㌣

F
ロ

g
)

に

よ

る

か
､

準

備

金

の

組

入

(

村
中
○

村
-

出

面
e

n

仁

2
弓
P

ロ
d
･

ど
ゴ
的
)

に

よ

る

か

で
､

そ
の

間
に

直

別

を

説

く
カ

ー

ル

･

ラ

オ

ヒ

の

畢
説
は

多
く
の

撃
ぷ

べ

き

も
の

が

あ

り
､

本

稿
は

多
く

を
こ

れ
に

接

っ

た
｡

く

g
-

.

内
巴

+

-

押
P

∈
〕

F
､

内
P
p

芹

巴
e

→

ど
ひ

F
日
日
的

P

己
払

G
e

笛
-

｢

芳
打

払
t
∽

m
ぎ
t

e
-

ロ
ー

→
e
-

】

H
-

山

A
亡

P
-

-

苫
♪

→
e
-
-

H
I

仁

n
P

→
e

ロ

}

H

H
-

N

亡

n

d

い

A
亡

P
-

-

盟
○

､

G
ゴ
P

P

な

お

資
本

概

念
の

両

面

性
に

つ

き

吉

永
柴
助

｢

商
法

上
の

利
益

概

念
に

つ

い

て
+

一

橋
大

畢
八

十

周

年
記
念
論

集

下

巻

三

五

二

頁
以

下
､

な

ら

び

に

押
P

声
O

F
､

P

P

〇
.

､

→
①
-

-

Ⅰ
-

S
.

-

持

参
照

｡

(

4
)

株
式
配

雷
､

無

償

交

付
の

資
施
状
況
等

に

閣
し

左

記
の

文

献

参

照
｡

財
界

観
測

(

野
村

琵

券
)

昭

和
3 0

･

6

･

1 1

競
｢

扶

式

配

嘗
と

小

刻
み

無
償
交

付
+

､

財
政

経
済
弘

報
五

七

〇

戟
｢

無
償
新

株

愚

行
の

問

題
鮎
+

､

東
京

株

式

懇

話

合
食
報
五

七

競
｢

無

償
新

株

尊

行
に

就
い

て

の

諸

問

題
+

､

同

七

八

坂

｢

株
式

配

雷
を

め

ぐ
る

諸
問
題
+

､

賓
業
之

日

本

赦

投
資
相

談
版
三

葛
五

既

｢

特

集

株

配
･

小

刻
み

無

償
は

歓
迎

で

き

る

か
+

､

産

業
経
理

一

八

巻
三

競
｢

三

戸

岡

道

雄
･

株
式
配

嘗

茸

施
上

の

諸
問

題
+

､

山

一
産
券

調

査

部
｢

檜

資
の

責
務
+

(

昭
3 3
)

｡

(

5
)

三

合
計
畢
理

論

合
計
学
理

論
は

こ

の

問
題
を

合
計
主
髄
た

る

企
業
を

ど

う

考
え
る

か

か

ら

出
費
す
る

｡

ビ

ジ

ネ
ス

･

コ

オ

ボ

レ

イ

シ

ョ

ン

の

本
質
は

株
主
の

提
供

せ

る

資
産
の

管
理

人
な

い

し

代
理

人
で

あ
る

と
し
､

本
爽
の

主
燈
は

株
主

で

あ
る

と

の

考
え

方
(

代

理
人

課

長
e

n
O

y

O

O
H

岩
e

官
)

に

よ

れ

ば
､

合

光ウ
J

敢
が

利
益
を

獲
得
す
る

時
そ

れ

は

直
ち
に

株
主
の

利
益
と

し

て

認

識
せ

ら

れ
､

利
益

配
嘗
は

合
祀
の

銀
行
勘
定
よ

り

株
主
の

銀
行
勘
定
へ

の

振
替
と

い

う

比

較
的
重

要
で

な
い

過
程
と

考
え

ら
れ

る
｡

賢
0
0

打

巴
ま
d
2

n

d
払

は

す
で

に

株
主
の

利
益

と

考
え

ら
れ

た

も

の

の

再

投
資
に

す
ぎ

な
い

と

考
え

る
｡

ハ

ズ
バ

ン

ド

や
ヨ

ー

ク

の

基
本
的
な

考
え

方
が
こ

れ

で

あ
る

｡

次
に

企

業
と

株
主
と

は

別
個
の

圭
倍
と

み
る

立
場

､

企
業
主
債
説
(

e

已
-

t

叫

C

O

ロ
･

C

e

草

笛
匂
e

岩
t

e

e

ロ
t

芹
呵

C

O

n
O

e

p
t

)

に

よ

る

と
､

合
祀
の

利

益
は

た

だ

ち
に

株
主
の

利
益
で

は

な

く

現
金
等
で

支
排
わ

れ

た

時
に

株
主
に

と
り

利
益

配
嘗
を

観
念
す
る

｡

そ

し
て

毘
0

0

打

d

首
】

d
e

n

d
∽

は

食
紅
の

資
産

に

何
等
腰
動
が

な

く

株
式

数
の

み

増
加
す
る

か

ら
､

そ
の

貴
賓
は

毘
｡
○

打

払

且
-

丁
亡
p

と

考
え

て

利
益
配
雷
で

あ
る
こ

と

を

否
定
す
る

｡

ベ

イ

ト
ン

､

A
･

Ⅰ
･

A
､

メ

イ
､

セ

イ

ド
マ

ン

等
の

採
る

所
と
い

わ

れ

る
｡

わ
が

国

有
力

学
説
も
こ

の

説
に

接
っ

て

株
式
配
嘗
は

利
益
配

常
に

非
ず
と

す
る

も

(

′
6
)

の

が

あ

る
｡

し

か

し
こ

の

説
は

現
金
配
雷
も
エ

タ

イ

テ
一

計
算
上
は

株
式

の

資
質
的
な

分
割
を

束
た

す
こ

と

を

看
過
し

て

い

て
､

首
尾

一

貫
せ

ず
と

(

7
)

批
判
さ

れ

る
｡

ま

た

企
業
と

株
主
と

は

別
の

壬
燈
と

考
え
つ

1

､

な

お
ユ

タ

イ

テ
一

計
算
で

問
題
を

解
明
せ

ん

と

す
る

態
度
は

代
理

人

説
の

思
考
方

.

(

$
)

式
に

屈
す
る

と

批
判
ざ

れ
る

｡

合
計
理

論
の

第
三

説
は

企
業
自
慢
の

理

論

に

填
り

､

企
業
を

一

個
の

政
令
的
制
度
と

し

て

捉
え

､

企
業
の

利
益
の

虞

分
は
そ

の

社
食
的
倫
理

的
判
断
に

よ

り

決
せ

ら

る

ぺ

く
､

決
議
に

よ

り

株

主
の

請
求
権
に

移
さ

れ

た

時
に

初
め
て

株
主
に

利
益

配
嘗
が

あ
っ

た

と

す

べ

き
で

(

株
式

配

嘗
は
こ

の

要
件
を

備

え
る
)

､

未
虞

分
利
益
は

た

だ

ち

に

株
主
に

属
す
る

と

す
る
こ

と

は

出
爽
な
い

と

す
る

｡

土

田

教
授
の

説
か

れ



( 9 3 ) 研 究 ノ ー ト

(

9
)
(

10
)

(

11
)

る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

(

5
)

ア

メ

リ

カ

合
計

寧
理

論
に

関
す

る

本

稿
の

叙

述
は

多

く
土

田
三

千

雄

｢

株
式

配
嘗
の

性

格

-
･

エ

ン

テ

ィ

テ

ィ

と

株
式

配
嘗
と

の

関

係
に

つ

い

て

～
+

企

業

合
計

九

省
一

三

競
に

よ

っ

た
｡

ま
た

丹

波

廉

太

郎

｢

株

式
配

嘗

と

課

税

問
題
+

国

民

経

済
雑
誌

八
五

巻
一

統
､

高
木

康
夫
｢

株
式

配

嘗
に

つ

い

て
+

香
川

大

草
経
済
論

叢
三

〇

奄
二

･

三

合

併

競
､

熊
田

享

｢

株

式

配

常
に

お

け
る

若
干
の

合
計

問
題
+

経

商
論
纂
六
〇

競
､

小

沼

敏

｢

株
式
配

嘗
の

所

得
性
に

つ

い

て
+

企

業

合
計
六

名
一

競
､

佐

藤
孝

一
｢

株
式

配

嘗
論
+

企

業

合
計
四

竜
一

親

等
に

よ
っ

た
｡

な
お

佐

藤

孝
一

｢

合
計

主

題
を

め

ぐ
る

若

干
の

問
題

鮎
+

企

業
合

計
一

〇

竜
一

競
参
照

｡

(

6
)

丹

波
･

前

掲
三

四

頁

以

下
､

同

｢

資
本

合
計
+

(

昭
3 2

)

二

六

七

頁
以

下
､

高
木

･

前

掲
一

四

五

頁
以

下
､

一

五

二

頁
以

下
｡

(

7
)

太
田

哲
三

｢

株
式
配

昔
上

棟
式
分
割
+

企

業
合
計
九

巷
一

二

親

六

頁
､

ロ
○

ロ

巴
d

内
e

F
-

､

C
O

召
○
→

巳
e

ロ
ー

+

ユ
d
e

β

d
∽

〉

【

や

だ
〉

Z
e

弓

ぺ
○
→

打
､

p
.

窒
-

.

こ

の

ケ
ー

ル

の

説
に

つ

き

細
井
阜
｢

株
式

配

嘗

は

諜

椀

所

得
と

な

ら
な
い

か
+

産

業

経

理
一

八

巻
三

貌
五

三

頁
以

下
､

番

場
嘉

一

郎
｢

株
式

配
嘗

-
利

益

分

配
か

香
か

､

貴
現

収

益
か

香
か
+

産

業
経

理
一

八

巻
三

競
三

八

頁
以

下
を

併
せ

て

参
照

｡

(

8
)

土

田
･

前

掲
一

一

頁
に

は

本

文
の

主

旨
の

ハ

ズ

バ

ン

ド

の

企

業

主

饅
論

者
へ

の

批
判

を

掲

げ
て

い

る
｡

(

9
)

土

田
･

前

掲

二
一

頁

以

下
｡

(

1 0
)

ウ

イ

ル

コ

ッ

ク

ス

の

利
益

配
官
設
に

つ

き
､

小

沼
･

前
掲

六

九

頁
以

下

参
照

｡

(

1 1
)

丹

波
･

前
掲

｢

資
本

合
計
+

は

株

式
配

嘗
や

利

益

準

備

金
の

資

本

組

入
は

資
本
と

留
保

利
益

と
の

裔

別
を

み

だ

す
も
の

で

好

ま
し

く

な
い

と

し
(

五

四

頁
)

､

利

益

準

備

金
は

留

保
利

益

と

考
え

ら
れ
(

九

九

頁
､

二

七
二

頁
)

､

他

方

資
本

準

備
金

や

再

許

債

積

立

金
の

資
本

組

入
は

資
本

間
の

振

替
で

あ
る

(

六

四

頁
､

二

五

〇

頁
､

二

五

五

頁
)

と

の

見

解
を

と

ら

れ

る
｡

ま
た

太
田

･

前
掲

は

償
の

意

味
の

利

益

剰

陰
金

は

凍

虞

分

利

益

剰

徐

金
に

限
る

ぺ

き
で

特

定
の

目

的
を

附
し

浅

慮

分

所
み

利
益

剰

鎗

金
は

負

債
の

性

質
が

加

味
さ

れ

る

こ

と

を

指

摘

さ

れ

る

が
､

一商
法
上

利

益

準
備
金

は

資
本

項

目
と

考
え
ら

れ

る
｡

四

椀

法

理

論

合
計
理

論
の

右
の

紛
糾
は

､

ア

メ

リ

カ

に

お
い

て

何
よ
り

も

賢
○

旨
巴
･

(

12
)

ま
d
e

‥
邑
∽

が

課
税
所
得
を

構
成
す
る

や

を

め

ぐ
っ

て

で

あ
っ

た
こ

と

は

周

知
の

通
り
で

あ

り
､

今
日

わ

が

国
に

お
い

て

も
､

株
式
配
嘗
と

無
償
交
付

の

国
別
の

合
理

性
を

め
ぐ
っ

て

議
論
の

出
て

く
る

の

も

同

様
の

事
情
に

よ

る
｡

わ
が

国
疎
法
は

今
日

原
則
的
に

は

法
人

擬
制
説
の

立

場
に

立
っ

て

二

重

課
税
同
避
の

方
針
の

下
に

､

現
金
配
雷
同
様
に

株
式
配

嘗
を

利
益

配
嘗

と

し
て

捉
え
て

お

り
､

無

償
交
付
の

場
合
も

そ

の

組
入

準
備
金
が

法
人

税

法
第

一

六

條
に

い

う
積
立

金
､

す
な

わ

ち

資
本
積
立

金
以

外
の

積
立
金
よ

り

な
る

場
合
は

｢

み

な

し

配
雷
+

と

し
て

株
式
配

雷
同
様
所
得
税
を

課
す

(

13
)

る

(

そ

の

結
果

利

益

準

備

金
に

基

く

場
合

は

所

得
税

を

課
せ

ら

れ

る
｡

な

お

こ

の

場
合

新

株
の

履

行

交

付
に

拘
ら

な
い

)

｡

税
法
が

抹

式

配

嘗
､

み

な
し

配
嘗
を

把
え
る

の

は
､

現
金

配
嘗
の

支
排
と
そ

の

新
抹
へ

の

排
込

充

3

(

1 4
)

富
と
い

う

構
成
に

よ

る

と

説
か

れ
､

あ

る

い

ほ

経
済
力
増
加
説
的
立
場
か

朋
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ら

現
金
と

株
式
の

相
違
が

あ

る

の

み

で
､

株
式
配
嘗
が

配
嘗
所
得
を

構
成

(

1 5
)

(

1 6
)

す
る

こ

と
は

是
認
せ

ら

れ

る

と

す
る

｡

(

1 2
)

S
e

e
､

せ
P
-

-

P

已
i

n
e

-

○
ロ

C
0

1

勺
0

2
t
小

○

ロ
∽

N

2

d
.

〉

-

苦
か

も
.

畠
N

…

哲
e

勺
e

β
∽

-

H
P

β
ら

ど
○

打

○

β

t

訂
■
J
p

弓

O
f

p
+

-

く

巳
e

C
O
H

せ
○
リ
P
･

t

ぎ
日
払

)

-

苫
¢

､

や

会
い

い

ヨ
2

t

O

F

寛
)

C

苫
】

○

官
巴
p

O
f

t

F
e

r
p

w

O

〓
訂
勺
【
小

く

邑
e

C
O
H

勺
○

岩
t
-

○

芦
∽

}

七
d
-

.

-

-

こ
諾
N

-

彗
-

p

旦
e

2
e

已
-

-

ま
♪

ゆ

妙

巴

男
山

レ

毘
い

七

d
】

.

-

♪

-

苦
い

Y

∽

壱
p

-

e

m
e

已
､

-

況
斗

}

妙

$
○

ご

内
e

E
-

O

p

C
i

t
.

-

ゆ

ー

N

N
●

(

1 3
)

法

人

環

法
上

は

別
の

意

味
で

の

二

重

課
税

同

避
の

た

め

益

金

不

算
入
の

取

扱
が

な

さ

れ

る
｡

こ

の

理

由
に

つ

き

渡
退

喜
久

造

｢

税
の

理

論
と

賓
際

-
賓
際

編
Ⅱ
+

(

昭
3 2

)

二
一

〇

頁
参

照
｡

な

お

法
人

擬

制
説
に

基

き

源
泉
徴

収
さ

れ

た

所

碍
税

額
は

後
に

返

却

せ

ら

れ

る

が
､

■
配

音
節
待
と

し

て

組
合

所
得
の

構
成

部
分

と

な

り

累
進

税

率
の

適
用

は

免
れ

な
い

｡

(

1 4
)

篠

原

芳
雄

｢

株
式

配

嘗
と

疎

務

計

算
+

財
政

一

八

巻

四

競

八
二

頁
以

下
､

同

｢

資
本

組
入

と

椀

務

計

算
+

財
政

一

八

巻
二

親
四

〇

頁

以

下
､

な
お

註
(

4 8
)

参

照
｡

(

1 5
)

鍵
崎
潤
｢

株
式
配
嘗
の

課
株

問
題
+

産

業
経
理

一

八

巻
三

戟
六

〇

頁
以

下
｡

(

1 6
)

現

行

椀

法
の

取

扱
い

の

詳
細
に

つ

き

俵

田

耕
三

｢

株
式

配

首
と

小

刻
み

無
風
交
付
+

椀

務

弘

報
六

巷
五

敬
一

一

五

頁
以

下

参
照

｡

五

株
式
食
紅
法
理

論
(

付
･

比

較
法

的

考
察
)

商
法
早
着
は

株
式
配
嘗
は

利
益
配
管
と

考
え

､

無

償
交
付
は

株
式
の

責

質
的
分
割
と

す
る
の

が

大
鰻
の

傾
向
で

あ

る

が
､

そ
の

表
現
に

は
ニ

ュ

ア

9 4

(

1 7
)

(

1 8
)

3

ン

ス

が

あ

り
､

強
く
こ

の

宙
別
を

認
め

る

説
､

親
近
性
を

認
め

る

説
､

同

(

19
)

一

成
す
る

説
が

存
在
す
る

｡

通
説
的
見
解
に

従
う
な

ら

ば
､

両
者
の

間
に

親
近
性
を

認
め
つ

つ

な
お

資
産
の

不

攣
同

一

な

り

や

否
や

に

宙
別
の

根
接

を

求
め

る
｡

す
な

わ

ち

法
定
準
備
金
(

再

評

償
積
立

金
も

含
め

て
)

の

資

本
組
入
に

よ
.

っ

て

は

合
祀
資
産
は

不
欒
同

一

に

止

ま

る
｡

け
だ

し

法
定
準

備
金
は

映
損
填
補
以

外
に

､

取
崩
し

て

配
嘗
に

あ

て

る
こ

と
が

出
来
な
い

の

で
､

社
外
流
出
の

必

然
性
は

な
い

か

ら
で

あ

る
｡

従
っ

て

新
株
の

費
行

(

2 0
)

交
付
が

あ
れ

ば
一

株
嘗
り
の

株
式
の

資
質
内
容
は

逆

数
的
に

減
少
す
る

｡

こ

れ
に

封
し

て

株
式
配

嘗
で

は
､

･
離
宮
可
能
利
益
の

資
本

化
を

生

ず
る

が
､

配
嘗
可
能
利
益
は

現
金
配
嘗
に

よ

る

な

ら

ば

社
外

流
出
は

必

然
で

あ

る
｡

現
金
に

よ

ら

ず
株
式
に

よ
っ

た

こ

と

は
､

株
式
配

嘗
の

背
後
に

お
い

て

は

資
産
が

絶
封
的
に

不

攣
同

一

で

あ
る

と

は

主
張
出
来
な
い

こ

と

と

な

鷲
積
極
的
に

解
す
れ

ば
そ

の

背
後
に

お

い

て

は

資
産
の

増
加
を

観
念
す

る
こ

と
が

出

教
習

従
っ

て

株
式
配
嘗
は

株
式
の

貴
賓
的
な

分
割
で

は

な

く
､

現
金
離
宮
と

並
ん

で

利
益
配
嘗
の

一

方
式
の

地

位
が

典
え

ら

れ
る

の

は

妥
嘗
で

あ
る

と

考
え

る
｡

と
こ

ろ
で

ド

イ

ツ

私

法
理

論
は

顆
似
事
例
と

し

て

の

(

ギ
巳
-

旨
打
t
小

e

ご

の

本
質
を

ど

の

よ

う
に

考
え

､

法
的
に

構
成
し

て

い

る

で

み

ろ

う
か

｡

法

(

2 4
)

の

明
文
が

存
し

な
い

恥

や

通
説
及
び

判
例
は

｢

出
資
義
務
の

存
し

な
い

(

25
)

株
式
(

持
分
)

は

存
在
し

得
な
い
+

L

の

前
提
よ

り

出
費
す
る

｡

従
っ

て

一

方
に

お

け
る

現
金
配
嘗
(

任
意

準

備
金
の

取

崩

し
も

含
め
)

と

他
方
で

の

新
株
俊
行
に

お

け
る

､

前
者
の

債

権
の

後

者
の

排
込

義

務
へ

の

充

雷

(

な
い

し

相

殺
)

と

説
明

す
る

｡

す
な

わ

ち

利
益

配
普
請
求
樟
の

現
物
出
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資
に

よ

る

資
本
増
加
(

内

名
-

t

巴
e

ユ
F

¢
F

亡

n

叩

m
-

t

∽

害
F
e
-

已
思
川

中
ロ
)

と

し

て

構
成
せ

ら
れ

る
｡

こ

の

様
な

構
成
は

D
O

勺
℃
e
-

ロ

邑
n

P

ビ

臼
e

と

科

し
､

他
方
に

こ

れ

を

批
判
す
る

有
力
単
記
が

存

在

す
る

｡

こ

の

反

射

説

は
､

通
説

･

判
例
は

事
賓
を

あ

ま

り
に

も

擬
制
的
に

構
成
す
る

も
の

で

あ

る

と

し
て

､

利
益
ま

た

は

準
備
金
の

資
本
他
の

側
面
に

着
服
し

構
成
し
ょ

う
と

試
み

る
｡

ラ

オ

ヒ

を

そ
の

主
唱
者
と

し

て
､

ヒ

ユ

■
ツ

タ
､

ゴ

ー

デ
ィ

(

2 6
)

ン

ー
ウ

イ
ル

ヘ

ル

ミ

ー

が

追
随
す
る

っ

ラ

オ

ヒ

の

説
は

最
も

詳
細
で

､

こ

れ

に

つ

い

て

は

次
節
中
で

私
見
の

展
開
と

と

も

に

略
述
す
る

｡

ヒ

ユ

γ

ク

は

｢

株
主
は

何
等
財
産
の

増
加
を

来
た

し

て

い

な
い

｡

け
だ

し

合
祀
財
産

は

不
整
に
･止
ま
る

か

ら
+

と

し

て
､

此
の

鮎
よ

り

税
法
上
の

推
論

(

句
○
-

･

笥

点
e

且

が

な

さ

る

ぺ

き
で

あ
る

と

説
絹
ル

現
行
椀

払
は

通

説

判

例

の

基
礎
の

上
に

株
主
に

所

得
椀
を

課
心

学

フ

ラ
ン

ス

私
法
理

論
は

､

雷
初
ド

イ

ツ

通
説
判
例
の

構
成
と

同
様
に

二

重
的
構
成
は

支
配
的
で

あ

り
､

ウ

ー

パ

ン

が

そ
の

代
表
で

あ
っ

た

が
､

後

に

タ

レ

ー

ル

が

そ
の

直
接
組
入
を

説
き

､

そ

の

圭

酪
は

地

位
の

分
割
説
に

(

田
)

(

帥
)

通
ず
る

｡

今
日

私
法
理

論
､

税
法
理

論
は

後
説
に

立
脚
す
る
｡

わ

が

株
式
配

嘗
の

母

法
圃
ア

メ

リ

カ

の

払

t

0
0

村

巴
5 .

P
①

ロ
九

訂

に

つ

い

て

は
､

通
説
判
例
が

そ
の

通
常
の

も

の

は

株
式
の

分
割
と

考
え
る

結
果

､

(

31
)

､

所
得
税
を

課
し

得
ず
と

す
る

｡

イ

ギ

リ

ス

に

お

い

て

も

す
0

β

巨
∽

F

賀
e

の

(

32
)

に

は

付
加
所
得
程
を

課
さ

な
い

｡

過
去
に

お
い

て

は
二

重
的
構
成
の

採
ら

.
(

33
)

れ
た

と

思
わ

れ

る

叙
述
も

見

出
し

う
る

が
､

今
日

で

は

直
接
組
入
が

可
能

(

糾
)

で

あ

る
｡

(

1 7
)

梅
田

-
鈴
木

(

忠
)

｢

條
解

株

式

合
祀

法
+

(

昭
2 9
)

四
三

六

頁
､

な
お

田

中

(

誠
)

｢

食
紅
法
+

(

昭
3 1

･

青
林

書
院
)

三

九
五

頁
､

同

構

｢

株

式
配

常
に

つ

い

て

の

若

干
の

問
題
+

財
政

一

八

巻

六

競
は

､

教
程
の

社
外

株
式
あ

る

場
合
の

株

式

配

雷
の

方
法
に

関

す
る

説

明

申

で
､

株
式
配

雷
ほ

株

式
に

よ

る

利
益

配

嘗
で

あ

り
､

現

金
か

株
式
か

の

相

違

が

あ

る

に

す

ぎ

な
い

と

解

す
る

主

旨
を

述
べ

ら
れ

る
｡

(

1 8
)

大

隅

-
大

森
｢

逐

條

改
正

合
祀

法

解
説
+

(

昭
2 6
)

四

三

六

頁
､

四

四

五

頁
､

大

隅
｢

準
備

金
の

資
本

組
入

と

株

式

分

割
+

株

式

合
祀

法

講
座
四

竜
一

三

五
一

頁
､

石

井
｢

商
法

食
紅

浜
Ⅱ
+

(

昭
3 0
)

四

二

五

頁
､

田

中

(

耕
)

｢

改

訂
食
紅
法
概
論
+

(

昭
3 0
)

四
三

二

頁
､

鈴

木
編
｢

株
式
賞
務
+

(

昭
3 1

)

五

七

九

頁
｡

(

1 9
)

大

濱
｢

株

式
配
常
に

つ

い

て
+

早

相
田

法
畢
七
二

名
四

敬
三

一

九

頁
以

下
｡

(

2 0
)

石

井
四
二

五

頁
､

四
二

六

頁
､

大
隅

･

前
掲

稿
一

三

四

八

頁
､

鈴

木
｢

食
紅

法
+

(

昭
3 0
)

一

八

八

頁
､

同
｢

改
正

法
上

の

新

株
引

受

権
+

籠

畢
協
含
雑
誌

七
二

名
六

競
五

七

〇

頁
､

田

中

(

誠
)

-
並

木

｢

株
式

食
紅

法
律
箕
務
ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク
+

五

三

四

頁
､

猿
田

～
鈴

木

(

息
)

四

四
二

頁
｡

(

2 1
)

鈴

木
一

八

九

貞
､

ジ
ュ

ワ

ス

ト

三

三

競
｢

食
紅

法
セ

､

､

､

ナ

ー

第

二

六

同
･

利

屈

配

嘗
の

諸

問
題
そ

の

四
+

四

〇

頁

以

下
､

味

村

治

｢

小

刻
み

無
償
交

付
と

株
式

配
昔
+

商
事

法
務

研

究
一

巻
五

競
二

頁

以

下
｡

(

2 2
)

私
の

｢

商
法
二

九
三

條
ノ

二

と

商

汰
二

九
三

保
ノ

三
･

Ⅱ

-

そ
の

株
式
合
敢

計

算

規
定
中

に

お

け
る

地

位
の

正

常
性
に

つ

い

て

ー

ー
+

一

橋
論

叢
三

七

啓
三

戟
二

六

三

頁
､

太

田
･

■
前
掲
六

頁
以

下

も

同

記
｡

J粉∂
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(

2 3
)

■
資

本

修
正

の

目

的

で

特

別

法

営
ユ

計
日

計
n
p

g
p

訂
く
〇

七

d

m
-

N
.

か
.

-

窒
-

が

あ
っ

た

が
､

今

日
は

廃
止

さ

れ

た
｡

こ

れ

に

つ

き
､

く

早
H

g

阜
G
e

s

e
】

-

琶
F
p

許

笥
e

O

ぎ
か

A

邑
･

こ
設
か

ー

S
･

-

訣
い

せ
P
仁

ヨ

訂
臣
･

H
仁
e

阜
A
打
t

訂
日

g
e

邑
N

-

ァ
A

邑
･

}

-

巴
か

ー

A
ロ

m
.

山

N

ロ

m

甲
-

N

か
.

(

2 4
)

→
e
小

O

F

m

賀
宇
野
U

e

E
e
l

-

A

匡
e

n

g
e

邑
N

)

い

A

邑
･

､

S
･

い

諾
い

∽
O

E
e

g
e
-

訂
品
e

†
の
亡

霊
○

弓

賢
-

〉

A
村
t

-

e

ロ

叩
e
切

e

t

N
)

N

A
亡

ロ
･

こ
¢

い

り

卯

ご
ー
‥

1
.

声

G

瞥
ざ

H

岩
倉

-

罵
2

0

E

亡

已
∽

旨
琵
旨
旨

･

完
各
t

㌔
A

邑
.

-

-

諾
い

〉

S
一

宗
N

.

な

お

河
a

g
F

P

P

〇
･

､

→
e
-

-

Ⅰ
･

S
.

N

N
､

A
ロ

戸
山

.

に

引

用
の

文

厳
(

通
説
)

参

照
｡

判

例

は

声
G
･

-

○
叫

〉

-

宗
f

.

(

q
ユ
e

ロ

吉
日
N

P
N

+

£
い
)

盲
G
･

-

○

∞
】

い

ご

河
句

H
)

N

加
､

い

芦

な

ど

が

あ

り

甲

賀
早
戸

P

〇
･

】

→

邑
H

･

S
･

N
O

㌣

S
･

N
-

-

A
β

冒
.

N

が

こ

れ

等
に

つ

■
き

記

述

す
る

｡

(
"

空

河
a

喜
F

-

p
.

P

〇
･

)

→
e
-

〓
)

叩
N

O

→
e
-

O

F

日

昌
n
･

村
○
｡

E
e

→

･

P

P

〇
.

､

叩

当
00

.

(

2 6
)

日
日
e

O

〆

P

P

〇
･

-

S

+
記

ご
G
｡

巴
苧
弓

旨
e
-

邑
こ
r

打

二

塁
T

g
e

邑
N

-

N

A

邑
.

こ
巴
○

､

A
ロ

芦
-

N

仁

m

ご
き

(

27
)

H

琵

阜
P

P

〇
･

､

∽

+
ご
･

(

2 8
)

甲

賀
O

g

P

P

〇
･

)

→
e
-

:
H

H
)

叩

-

h

N

f
･

(

2 9
)

U
e

詔
e
-

ぎ
P

2

〇
･

､

→
e

ロ

H
】

∽
･

設

声

(

3 0
)

U
伝

記
e
-

訂
､

p
.

P

〇
･

､

→
e

ロ

H
､

班
･

爪

羊

A
n

ヨ
こ

い

戸
口

仁

→
e

ご

I
H

I
一

S

+
-

○

声
”

H
p

ヨ
e
-

e
{

P

品
賀

阜

ゴ
m

旨
か

d
e

d

3
芹

宍
丁

目
2
e

り

○

邑
こ
O

m
e

-

こ
諾
阜

-

写
こ
£
e

t

ヨ
∞

"

日

昌
当
→

ヂ

C

?

弓
功

計
d
ウ
0

芹

0

0

日
ロ
e

→

0

訂
-

▲

-

漂
N

〉

当
｡

笥
γ

(

3 1
)

本

稿
荘

(

1 2
}

に

掲
げ
た

文

献

参
照

｡

(

3 2

こ

弓
亡

琶
ロ

ニ
ロ
0

0

2
e

づ
p
M

昌
一

守
○

巴
∽

→

買
)

N

-

e

チ
ー

¢

箪

や

と
ご

C

訂
ユ
e

ロ

弓
○

ユ
F

→

訂

守
-

ロ

○
小

色
e

払

O
h

C
0

2

召
ロ

q

･
｢
P

宅
-

-

u

e

d
.

〉

-

窒
¢

}

p
.

-

芝
･

(

3 3
)

吋

巴
2
e

り
ー

C
0

2

盲
目
叫

F
P

弓
】

-

O

e

P
)

-

浬
や

ゃ
N

N
-

･

(

3 4
)

ゴ
)

廿

訂
日
､

C
0

2
p

賀
呵

P
P

弓
-

-

-

e

チ
一

望
¢

も
ー

山

∞

芯
弓
P

β

好
+

e

弓
e

叫

C
〇
.

-

:
d

.

ヂ

戸
､

[

-

¢

-

占

A
･

C
･

N
r ｡

戸
p
什

ワ
N

宗

ユ
ヲ

】

P
ロ

a

河
e

く
e

ロ

∈
U

C
0

2
日

一

宏
小

O
n

e

謡

く
.

ノ

守
-

g

F
∫

[

-

¢

N

ニ
ー

.

内
.

声
い

ヒ
ー

巴

七
.

山

怠
.

ま
た

一

九
四

八

年
令
杜

法

附
則
A

表

第
一

二

八

條
は

直

接
組

入

(

C
P

甘
t

巴
打
払

巨
○
ロ

O
f

七
ヰ
○

賢
且

を

明

文

化
し

た
｡

本

條
に

関
し
て

は

S
e

e
-

C

訂
ユ
2
∽

弓
○

ユ
ダ

O

p
O
小

√
p
･

-

告
い

出

喜
E
e

叫
〉

○
日

t

F
e

C
O

m
匂
p

2 .

e

∽

A
O
t

切
}

-

N

e

d
･

こ
窒
¢

)

p

2
今

六

私

見

1
商
法
畢
の

立

場
か

ら

-
ラ

オ

ヒ

の

学
説

を

参
照
し
っ

つ

1

株
式
食
紅
や

株
式
の

本
質
を

一

般
的
に

解
決
す
る
こ

と

は

頗
る

困
難
で

あ
る

｡

本
稿
で

は
こ

の
一

般
的
解
決
を
措
い

て
､

お

お
よ

そ

通
説
的
見
解

(

3 5
)

に

立
ち
つ

つ
､

か

つ

ラ
オ

ヒ

の

学
説
を

参
照
し

な

が

ら

私
見
を

展
開
し

ょ

う
｡

第
一

に

現
金
配
嘗
と

株
式
配
常
に

つ

き

両
者
は

と

も
に

利
益

配
嘗
で

あ

る
か

香
か

｡

私
は

合
計

単
に

お

け
る

エ

タ

イ

テ
一

計
算
と

利
益

配
嘗
概

念
と

は

互
に

ま
っ

た

く

相

容
れ
ぬ

も
の

と
は

考
え

な
い

｡

寵
嘗
後
の

株
式

の

エ

ク

イ

テ
ー

十

現
金
配
雷
=

期
末
抹
式
ユ

タ

イ

テ

ー

と
､

株
式
配

嘗
を

行
っ

た

時
の

膏
株
の

ユ

タ

ケ
ア

-

＋

配
雷
新
枕
の

エ

タ

イ

テ
ー

=

期
末
株

式
エ

ク

イ

テ
ー

の

雨
着
を

比

較
す

る

時
､

前
者
の

み

を

利
益
配
嘗
と

す
る

3 β6
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根
嫁
は

薄
い

も

の

と

な

る
じ

す
で

に

指
適
し

た

よ

う
に

株
式
配
嘗
を

株
式

の

貴
賓
的
な

分
割
と

す
る

な

ら

ば

現
金
配
富
も

ま

た

株
式
の

分
割
と

理

解

し
て

首
尾

一

貫
せ

し

め

る

か
､

逆
に

両
者
を

利
益

配

嘗
と

し
て

首
尾

一

貫

(

3 6
)

せ

し

む
ぺ

き

で

あ

ろ

う
｡

そ
れ

が

営
業
利
益

(

配

嘗
可

能

利

益
)

に

基
く

こ

と
､

こ

れ
こ

そ

利
益

配
嘗
概
念
の

中
核
を

な

す
こ

と

は

本

稿
の

は

じ

め

に

述
べ

た

が
､

そ

の

意
義
は
こ

こ

で

明
ら
か

と

な
ろ

う
｡

ラ

オ

ヒ

は

年
度

利
益
の

資
本
絶
入
に

よ

る

G
l

賢
-

∽

P

打

こ
2

日

の

交
付
に

お

い

て

は

資
本

形
成

(

R

旦
邑
巴
-

d

亡

n

g
)

-

-
利
益
の

資
本
化
を

認
識
し

､

そ

れ

は

準

(

3 7
)

備
金

組
入
が

資
本
項
目
の

振
替
で

あ

る

の

と

異
る

と

し
､

そ

の

際
に

交
付

せ

ら

れ

た

新
株
式
を

利
益
配
嘗
の

等
贋
物
(

D
-

ま
〔

訂
n

d
e

n
e

→

∽

邑
N
)

と

考

(

粥
)

え

る

が
､

こ

れ

は

私
見
に

お

け
る

株
式
配

嘗
の

背
後
で

は

資
産
の

増
加
を

観
念
す
る

こ

と

が

出
来
か

の

で
､

配
嘗
新

株
は

そ
の

附
加
的
挨
大
組
織
に

封
應
し
て

現
わ

れ

た

新
た

な
る

地

位
に

し

て
､

単
な

る

異
ら

な
い

組
織
に

封
し
て

現
わ

れ

た

無
償
交
付

が

株
式
分
割
の

本
質
を

有
す
る
の

と

は

趣
を

(

3 9

)

異
に

す
る

と

の

主
張
に

通
ず
る
■U

(

4 0
)

第
二

に

法
定
準
備
金
(

再

許
償

積

立

金

も

含
め
て
)

の

資
本
組
入

と

株

式
配
嘗
の

間
に

国
別
す
る

理

由
は

存
す
る

か
｡

株
式
配
嘗
で

は

配
嘗
可
能

利
益
の

資
本
化
(

社

内

督

促
､

生

産

力
と

し

て

の

資
本

形

成
)

を

生

ず
る

が
､

法
定
準
備
金
の

資
本
絶
入
で

は

資
本
項
目

間
の

振
替
に

過
ぎ

ず
､

専

(

4 1
)

ら

貸
借
封
照
表
の

貸
方

欄
の

み
に

関
す
る

｡

従
っ

て

法
定
準
備
金
の

資
本

組
入
に

よ

る

も

食
紅
資
産
に

は

何
等
の

欒
動
も

生

ぜ

ず
新

株
の

覆
行
が

あ

れ

ば

株
式
の

賓
質
的
分
割
と

な

る
｡

ラ

オ

ヒ

に

よ

れ

ば

資
本
項
目
と

し
て

＼

法
定
準
備
金
の

み

な

ら

ず
任
意
準
備
金
か

ら

繰
越
利
益
金
ま

で

も

含
め
て

考
え

､

私
法
理

論
と

し
て

ほ
.

こ

れ

等
も

準
備
金
の

資
本
絶
入
と

し

て

徹
底

(

墟
)

せ

し
め

る

が
､

■
税

法
理

論
で

は

彼
は

更
に

一

歩
進
め
て

分
析
す
る

J

す
な

わ

ち

準
備
金
の

資
本
絶
入
は

絶
て

私
法
理

論
で

は

資
本

項
目
の

振
替
と

考

え
つ

つ
､

税
法
理

論
と

し
て

そ
の

う
ち
の

あ

る

場
合
は

年
度
利
益
の

組
入

同
様
所
得
税
を

撃
っ

ぺ

き

か

の

と

す
る

｡

そ

れ

を

次
の

よ

う
に

構
成
す

る
｡

営
業
利
益
の

資
本
化
及
び

準
備
金
化
に

つ

き
､

両
者
は

と

も
に

営
業

利
益
を

社
内
留
保
す
る

も

の

で

あ

り
､

経

済
的
に

は

同
一

平
面
上

に

存
す
･

る
こ

と

を

認
識
九

学
徒
っ

て

彼
に

よ

れ

ば

年
度
利
益
の

資
本
組
入

に

よ

る

G

岩
t
-

琵
打

江
e

ロ

が

所

得
税
の

封
象
と

な

る

臥

上

は
､

準
備
金
の

積
立

(

44

)

(

声

ぎ
E
p

的
e

n

♂

こ

d

ロ
n

g
)

も

株
主
に

と
り

所
得
を

観
念
し

得
る

と

考
え

､

た

だ

し

準
備
金
に

つ

き
､

株
式
の

償
値
と
の

聞
達
で

如
何
な
る

準
備
金
が

積
立
て

ら

れ

た

と

き

に

株
式
の

債
値
の

増
加
が

あ

る

か

を

検
討
せ

ね

ば

な

(

並
)

ら
ぬ

と

し
､

次
の

よ
ト

つ

に

分
析
す
る

｡

第
一

に

退
職

､

恩
給

､

努
働
者
の

救
済

､

賞
輿
な
ど

の

た

め
の

準
備
金
(

引

官

金
に

類
す

る
)

の

積
立

は

吐
合

的
性
格
の

も
の

と

し
て

､

株
式
慣

値
と

は

無
関
係
で

あ

り
､

こ

の

積
立
に

よ

り

株
主
が

所
得
税
を

蒙
る

い

わ

れ

は

な

く
､

第
二

に

利
益

配
嘗
補

完
準

備
金

､

繰
越
利
益
の

如
き
は

､

そ

れ

が

株
式
債
値
の

増
加
に

関
す
る

も
の

と

し

て

所
得
税
は

課
せ

ら
れ

る
ぺ

き

で

あ

る

が
､

課
椀
時
期
は

そ

れ

等
か

資
本
に

振
替
え

ら

れ
て

G

岩
t
-

∽

P

打
t
-

e

ロ

の
ユ

潔
付
が

な
さ

れ

た

時
ま

で

延

期
さ

れ

る

事
と

な

る

と

す
る

｡

最
後
に

そ

れ

以

外
の

一

般
的
準
備
金
(

巳
｢

g
e

m
e

F
e

河
辞
O

E

品
e

ロ
)

は

法
定
準
備
金
も

含
め
て

､

企
業
の

維
持
の

目

的
に

奉
仕
す
る

合
理

的
な

範
囲
で

は

そ
の

積
立
は

抹
式
慣
値
の

増
加
に

係

ら

な
い

と

す
べ

き

で
､

そ
の

範
囲
で

は

所
得
税
を

課
す
べ

き
で

は

な

く
､

(

鵬
)

そ

の

限

界
は

専
ら

政
策
的
に

定
ま

る

こ

と
で

あ
る

と

す
る

｡

右
の

見
解
を

基
に

私
見
を

商
法

､

税
故
に

つ

き

整
理

す
右

な

ら
ば

次
の

よ

う
に

な

る
し

3 9
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二

株
式
配
雷
は

配
嘗
可

能
利
益
(

任

意

準

備
金

取

崩

し

を

含

め
て
)

の

資
本
化
を

伴
っ

て

行
い

､

こ

れ

は

利
益
の

配
嘗
と

し

て

現
金
配

嘗
と

同

(

47
)

じ

く

所
得
椀
を

課
す
る

｡

二
､

法
定
準
備
金

､

再
評
儒
者
立

金
の

資
本
組
入

は

資
本
項
目
の

振
替

で

あ
り

､

そ

れ

に

基
く

無
償
交
付
は

株
式
の

振
質
的
な

分
割
で

あ

り
､

此

の

段
階
で

は

所
得
税
を

課
さ

な
い

も
の

と

す
る

｡

三
､

準
備
金
の

積
立

と

所
得
税
の

関
係
に

つ

き
､

ま

ず

利

益

準

備
金

は
､

そ
の

積
立

範
囲
が

限

定
さ

れ
(

絹
疋
)

そ
の

範
囲
で

は

企
業
維
持
の

目
的

に

奉
仕
す
る

合
理

性
が

あ

る
と

考
え

､

非
課
税

と

す
る

｡

法
定
限
度
を

越

え

る

利
益

準
備
金
は

任
意
準
備
金
と

見
倣

先
仙

､

そ
の

組
入

は

株
式
配
雷

に

お
い

て

の

み

可
能
と

す
る

｡

こ

れ
に

関
連
し
て

､

利
益

準
備
金
の

資
本

組
入

と

任
意
準
備
金
の

利
益

準
備
金
へ

の

積
換
え

を

反
覆
し
て

行
う
無
償

交
付
は

､

法
定
限
度
を

越
え

る

利
益

準
備
金
の

積
立
の

場
合
と

結
果
的
に

(

班
)

同
様
で

あ

り
､

株
式
配

雷
の

脱
法
的
方
法
と

し

て

課
税
さ

る

べ

き
で

あ

ろ

う
｡

資
本
準
備
金

､

再
辞
儀
嶺
立

金
の

積
立
は

も

と

よ

り

非

課

椀
と

す

る
｡

け

だ

し

ラ

オ

ヒ

に

と
っ

て

も
､

ド

イ

ツ

株
式

法
､

フ

ラ

ン

ス

商
法
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と
っ

て

も
､

資
本
準
備
金
の

概
念
は

無
縁
の

も
の

で

あ

ろ

う
が

､

わ
が

商

法
に

は

明

定
せ

ら

れ
(

畑

去
)

､

資
本
準
備
金
の

積
立
は

営
業
利
益
に

基
か

ず
､

本

来
株
主
出
資
の

部
分
な
い

し

整
形
と

し
て

､

営
業
利
益
の

獲
得
に

基
く

株
式
償

値
の

増
加
は

考
え

る

飴
地
が

な
い

か

ら
で

あ

る
じ

任
意
準
備

金
の

積
立

は
こ

の

段
階
で

は

す
べ

て

非

課
椀
と

す
る

｡

ラ

オ

ヒ

の

よ

う
に

目

的
に

よ

り

積
立
の

段
階
で

課
税

非
課
程
を

分
け
る

よ

り

も
､

任
意
準
備

金
は

相

應
の

手
練
に

従
っ

て
､

目

的
欒
更

･

取
崩
が

可
能
で

あ

る

か

ら
､

す
べ

て

株
式
配
嘗
の

方
式
で

株
主
に

辟
属
せ

し

め

ら

れ

た

時
に

課
税

す
る

こ

と

と

す
る

方
が

合
理

的
で

あ

る

と

思
わ

れ

る
｡

四
､

以

上

述
べ

た

と
こ

ろ
で

は

利
益
準
備
金
の

取
入

を

認
め
た

が
､

別

個
に

､

利
益

準
備
金
の

資
本
組
入

は

許
さ

な

い

と

す
る
こ

と

も

考
え

ら

れ

(

5 1
)

て

よ
い

で

あ

ろ

う
｡

(

3 5
)

食
紅
の

敢

囲

法

人

性
や

株
式
の

本

質
を

め

ぐ

り

議

論
の

盛
ん

な

こ

と

は

株

式
食
紅

法

講
座

一

巻
の

西

原

寛
一

｢

株

式

食
紅
の

敢

囲

法

人

性
+

､

二

名
の

服

部
柴
三

｢

殊
式
の

本

質
+

に

示
さ

れ

る

通
り

で

あ

り
､

本

稿
証

(

3
)

で

も

指
適
し

た

よ

う
に

､

株
主
の

も
の

と

し

て

の

企

業
か

ら

離
れ

て
､

社

食
の

も
の

と

し
て

の

企

業
を

法
的
に

把
握

構
成

せ

ん

と

す
る

努
力
は

は

な

は

な

し
い

が
､

私
は

な
お

資
本
と

経

営
の

分

離
の

認

識
に

つ

き
､

藻
利

教

授
の

見

解
に

聞

く
ぺ

き

も
の

の

あ

る

現

状
と

､

教
授
の

見

解
を

完

全
に

香

足

し

得
る

程
正

常
で

も

な

い

新

し
い

食
紅

法
理

論
に

鑑
み

通
説

的

見

解
に

従
っ

て

差
支

え

な
い

と

考

え
る

｡

藻
利
重

隆
｢

経
営

孝
の

基

礎
+

(

昭
3 1
)

一

二

頁

以

下

参

照
｡

(

3 6
)

註

(

7
)

の

文

献

参
照

｡

な

お

こ

こ

で

株

式
の

市

場
性

が

重

要

な

意

義
を

持
っ

て

爽
る

｡

市

場
性
の

な
い

株
式
に

つ

い

て

は

株
式

配

首
の

意

義
は

失

わ
れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

〔

3 7
)

担
P

⊆
U

F

P

P

〇
.

､

→
e

岩

Ⅰ
.

叩

-

泣

声

∽
.

-

申
00

汁

(

3 8
)

C
e

詔
e
-

け

古
-

戸

P

〇
.

〉

→
e

こ

H
〉

∽
.

-

加

ゎ
.

(

3 9
)

私
の

註

(

2 2
)

に

掲
げ

た

論
文

｡

(

4 0
)

再

評

償

積
立

金
は

代

表
的

な

資
本

剰

飴

金

で

あ

る

こ

と

に

つ

き
､

太

田

哲
三

｢

再

評
慣

積
立

金
に

つ

い

て
+

企

業

合
計

一

〇

電

一

競
六
二

頁
以

下
｡

3 ∂∂
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(

4 1
)

註

(

3 7
)

参

照
｡

カ
p

⊆
リ

ア

P

P

〇
.

一
+

ノ

e

〓

Ⅰ
一

∽
.

】

巴

は
､

準

備
金
の

資
本
へ

の

層
換
は

､

食
紅

資

本

(

自

己

資

本
)

の

グ

ル

ー

プ

換

え
で

あ

る

と

い

っ

て

い

る
｡

ま

た

抑

-

∞

○

は

利

益
の

資
本

組

入

は

項
月

を

機

能

的
に

襲
え

る

が
､

準
備

金
の

剋

入
で

は

項
目
の

機

能
は

何

等
攣
ら
な

い

と

す

る
｡

そ

し
て

準

備

金

組
入

に

基

く

G
リ
p
･

t

訂
P
打
t
-

e

n

は

N

宏
巴
N

P
粁
t

i

e

n

と

呼
ぷ

(

∽
.

-

彗
)

｡

(

4 2
)

.
河
p

∈
U

F

戸

P

〇
.

-

→
e

ロ

H
-

叩

-

訟

声

な
お

田

中

(

誠
)

｢

資
本
と

準

備

金
+

講
座

四

奄
一

二
､

九

〇

頁
は

繰
越
利

益

剰

徐

金

期

末
残
高

を

準

備

金
と

解
さ

れ

る
｡

(

4 3
)

ロ
2

記
e
-

b
e

}

㌢

P

〇
こ

→
e

ニ

ー
】

S

.
-

∞

N

巧

ま
た

ラ

オ

ヒ

は

利

益

が

準

備

金
の

段

階
を

経
て

資
本

に

組
入

れ

ら

れ

る

こ

と

に

着

眼

し
､

こ

れ

を

ヨ
e

F

諾
t

亡

p
叩
㊤

内
P

且
t

巴
b

こ
払

亡

口

内

と

し
､

利

益

が

直

ち
に

資
本
に

組

入
れ

ら

れ

る

場

合

を

e

訂
賢
仁

P
g
e

R
p

且
t

巴
E
r

き
ー

出

面

と

す
る

(

T
e

i

〓
〉

S

+
∞

-

持
)

｡

し
か

し
て

準

備
金
の

絶

入

と

利

益
の

資

本

私
人

が

類
似

す

る

の

で

は

な

く
､

こ

の

雨

着

は

劃

然

と

直

別

さ

れ

(

内
p

且
t

巴
亡

m

琶
E
c

ご
亡

白
粥

と

内
P

甘
t

巴
E
】

む

日

日

的

と

し

て
)

､

準

備

金
の

積
立

と

利
益
の

資
本

組

入
が

､

経

済

的

に

同
一

平

面

上
に

あ

る

と

み

る

(

4 4
)

ロ
e

【

芳
-

b
e

▼

P

P

(

4 5
)

D
e

詔
e
-
】

〕

平

戸

P

(

4 6
)

D
2

諾
e
-

訂
,

P

P

(

O
e

ま
日

日

a
村

村

仁

m
】

訂

2
日

g
)

｡

○
こ

→
e
i

-

H

I
I

-

叩

-

h

岩

戸
､

咋

-

訟
鞄

○
こ

→
①
-

-

I
i

I
}

∽
一
■-

ひ

ヾ

声

〇
こ

→
e

亡

H
I
H

}

∽

∽
一

-

冒
一

-

コ
1

.

(

47
)

現

在
の

商

法

撃
の

通
説
で

あ

り
､

税

法

の

取

扱

も

同

じ

で

あ

る
｡

田

中

(

誠
)

｢

資
本
と

準

備

金
+

講
座

四

竜
一

三

一

〇

頁
､

同

｢

食

紅

合

計
法
+

八

四

頁
､

石

井
四

二

四

頁
､

大

隅
･
-

大

森
四

四

五

頁
､

大

任
｢

株

式
食

紅

合

計
の

法

的

考

察
+

(

昭
2 8

)

二

二

八

頁
､

姶

田

-
鈴

木

(

忠
)

四

四

一
頁

､

鈴

木
一

五

九

頁
､

反

封
､

野

津

｢

新

合
社

法

下
+

(

昭
2 8
)

二

五

〇

頁
｡

(

4 8
)

み

な

し

配

嘗
と

し

て

税

法
は

課

税

す
る

場
合

が

あ

る

(

本

稿

第

四

節

参
照
)

｡

例
え

ば

篠

原
｢

資
本

魅
入

と

税

務

計

算
+

財

政

一
八

巻

二

兢
は

新

株

螢
行

が

あ

れ

ば

株

式

分

割
と

同

様
と

な

る

か

ら

配

官
金

負

塘
の

見
地

か

ら

す

れ

ば

新

株

蜃

行
の

な
い

方

が

よ

い

と

説

明
さ

れ

る

が
､

私
は

本

文
の

よ

う
に

す
べ

き
も

の

と

思
う

｡

(

4 9
)

田

中

(

誠
)

｢

資

本

と

準

備

金
+

講

座
一

三

〇

〇

頁
｡

(

5 0
)

大

任
二

二

八

頁

参
照

｡

(

5 1
)

荏

(

5 0
)

､

石

井
四
二

四

頁
､

大

隅
･

講

座
一

三

四

九

頁
｡

む

す

び

再
び

設
問
し
ょ

う
｡

経
済
的
に

ほ
ぼ

同
一

の

現
象
を

な

お

法
的
に

別
個

に

規
整
す
る
だ

け

の

合
理

性
あ

り

や
｡

私
は

本
稿
の

テ
ー

マ

に

関
し
て

右

に

述
べ

て

衆
た

ご

と

く
こ

れ

を

肯
定
し
た

い

と

思
う

｡

謹
券
市
場
で

の

受

取
ら

れ

方
の

同
一

性
類
似
性
に

も

拘
ら

ず
貸
借
封
照
表
の

分
析
を

通
じ
て

そ
の

経
済
的
意
義
を

解
明

す
る

時
､

そ

こ

に

は

別
個
に

法
的
に

規
整
さ

れ

て

然
る

べ

き

音
質
的
な

相

違
が

見
出
さ

れ

る

か

ら

で

あ
る
9

株
式
離
宮
も

ま

た

株
式
の

資
質
的
分
割
で

あ

り
､

無
償
交
付
と

全
く

同
様
の

法
的
構
成

で

差
支
え

な
い

と

の

見
解
に

は

組
す
る

こ

と

は

出
爽
な
い

｡

(

一

九
五

八
･

六
･

一

九
)

(

一

橋
大

畢

大

草

院

畢
生
)
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